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Source:沖縄観光コンベンションビューロー(2016)『うちなー観光教本』



• なぜ、沖縄で観光産業が発展することができたのか？

• 恵まれた自然環境（青い海・青い空）
• 独自の文化
• 適度な距離
• 各種キャンペーン（行政、航空会社）
• LCCの成長
• 癒やしの効果

本当にそうなのか？ 何が本質的に重要なのか？
→ 歴史的な視点で沖縄観光産業をみていく。

特に企業家活動に着目
インタビュー、資料調査（企業内部資料、公文書館、博物館、図
書館） 3



•沖縄ツーリスト

創立 1958年10月1日

事業 旅行、レンタカー

創設者 東 良恒、宮里政欣

現在の代表取締役会長 東 良和（1960- )

社是「地域に根ざし 世界にはばたく」

4Source:沖縄ツーリストHP



沖縄県内11店舗、日本国内5店舗

海外4店舗（台湾、香港、韓国、シンガポール）

レンタカー部8店舗（北海道、ニュージーランド含む）

その他：OTSサービス経営研究所、エアーエキスプレス、OTS
交通、美ら海ハウジングなど。
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•沖縄ツーリストのビジネス
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発地 着地

・日本国内

・海外：アジア（台湾、香港、韓国、シンガポール
（東南アジア））、欧米など・・・

沖縄、北海道など

自社サイトから（顧客の約60%)

国内・海外店舗から(旅のオーダーメイド）

レンタカー

保険

企画・営業の近接、情報共有、
経験値の高い社員（終身雇用）

・・・付加価値を高める

自社運営ホテル（都市型）



総取扱高 315億円（2018年度）

社員数 614名(2019年4月1日現在）

(沖縄県内出身者5割、県外出身者4割、外国籍者1割）

7Source:沖縄ツーリストHP



•戦前(1930年代～）、沖縄における観光産業の試み

→ 大阪商船、による沖縄航路の開設

・・・観光産業に着目

背景：農業（さとうきび）に代わる新たな産業の育成

経済不況（砂糖の価格下落）

寄琉商人による経済支配（農家の多くが小作農）

・・・海外への移民増加
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Source:那覇市歴史博物館(2015)「戦後の沖縄観光」



•観光客の評価 ・・・不評

観光地が首里城（廃墟）、小さな寺・神社しかない。

琉球國といっても規模は明石藩（10万石）程度。

料理が脂っこい。主食が芋。

文化的特徴なし（琉球処分後の日本との同化政策） 。

貧困地域。

→ 観光地として魅力なし。

産業として発展せず。

9Source:那覇市歴史博物館(2015)「戦後の沖縄観光」



•戦後の沖縄観光（本土復帰前）

① 戦跡巡り、墓参団

・・・沖縄ツーリスト創設・観光客受入れ

② ショッピング観光（免税品）

→ 観光地としての沖縄の魅力なし

10Source:那覇市歴史博物館(2015)「戦後の沖縄観光」



•沖縄ツーリストの最大のビジネス

米軍関係者の日本国内・海外旅行

アメリカ人旅行者の好み＝手つかずの自然、辺境の地

・・・海外に暮らす県系人のネットワークを利用

→外国人をターゲットにした旅行サービス
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•沖縄の観光開発計画・・・琉球列島米国民政府による計画

•ハワイ、プエルトリコをモデルとした海洋リゾート

→ 東らを海外視察へ派遣

・・・沖縄の本土復帰決定により白紙へ。
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•復帰後のリゾートホテル開発へ

• 1972年 沖縄本土復帰、1975年 沖縄国際海洋博覧会

• 「ムーンビーチホテル」以降のホテル建設ラッシュ

→ 沖縄ツーリスト：OTS研究所、ホテルスタッフ育成のための専門

学校の設立
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Source:那覇市歴史博物館(2015)「戦後の沖縄観光」



•観光客からの評価 ・・・不評。海だけ・・・。
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Source:沖縄観光コンベンションビューロー(2016)『うちなー観光教本』



•沖縄らしさとは？

・・・琉球新報連載記事「世界のウチナーンチュ」

OTV TV番組「世界ウチナーンチュ紀行」

海外への移民たちが沖縄のスピリットをもって、伝統・文化・

慣習を大切に生きている姿に衝撃を受ける

（沖縄の原型）

・・・自分たちを見つめ直す機会

（アイデンティティー）
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•世界のウチナーンチュ大会の開催（1990～）約5年に1度開催

沖縄県主催（沖縄ツーリスト）。

・・・ HUB（Hawaii Uchinanchu Business Association） の

下部組織WUBの設立
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•伝統・文化、県産品への再評価

アイデンティティーと重なることで伝統・文化がよりインパクトが

あるものに。
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•県民参加型観光

ちむぐくる、ゆいまーる、いちゃりばちょーでー の精神

『うちなー観光教本』の頒布

・・・観光コンベンションビューロー（沖縄ツーリスト）
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Source:沖縄観光コンベンションビューロー(2016)『うちなー観光教本』



アウトバウンド

インバウンド 第三国観光20Source:沖縄ツーリスト社内資料



•経営的な特徴：

•インバウンド・ビジネスを得意とする。

・・・国内大手旅行社とは逆

•第三国観光（旅行）に経営の軸をシフトしつつある。

・
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Source:沖縄ツーリストHP



•なぜ、沖縄で観光産業が発展することができたのか？

•沖縄ツーリスト（東 良恒、宮里政欣）の存在・企業家活動

•環境変化を適切に認知・理解し、対応した。

・・・県系人ネットワークからの刺激

→ 観光産業に関わる人々の共感
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